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新聞4コマ漫画が描く野田佳彦首相（中編ー2)/水野 剛也

「純家庭的」な作風はほぽー貰している。先行研究によれば、 5年5ヵ月間に及んだ在任期間中に小

泉純一郎を描いた作品は1,922本中 1本 (0.05%)だけで、その後もほぽ変わらず、安倍晋三（第 1

次、以下略）は356本中0本、福田康夫は355本中 1本 (0.28%)、麻生太郎は347本中0本、小泉以降

の首相で「もっとも描かれやすい」鳩山由紀夫でさえ259本中0本、菅直人も441本中0本、と頻度は

ゼロかきわめて低いままである。小泉から野田までの11年8ヵ月間を通じて、本論文の定義に合致す

る方法で首相を描いた作品はわずか3本しかない。しか

も、その3本とも（野田を描いた 1本は後述）政治的な

批評性・風刺性をほとんど含んでいない。「コボちゃ

ん」の作品世界に首相が入り込む余地は極端に少なく、

先行研究が「純家庭的4コマ漫画」と特徴づけているの

も十分に首肯できる。26

約3年2ヵ月ぶりに首相が登場したのが2011年11月12

日号 (No.10503、図9)の作品であるが、政治的な含意

は見いだせず、いつもの「コボちゃん」らしい内容であ

る。冒頭で「TPP…総理の決断」 (1コマ）とテレビ
さじ

が伝えているが、これはあくまで家庭内の些事につなげ

るためのきっかけにすぎず、 2コマ目以降、作品の焦点

は「PTAの役貝」 (4コマ）を引き受けるか悩む早苗

に移っている。過去に小泉• 福田を描いた 2本とまった

く同様に、政治的な批評性・風刺性はほとんど含んでお

らず、家庭内の小さな出来事に終始している。なお、就

任直後から野田はTpp (環太平洋経済連携協定）に意

欲を示しつづけ、民主党内を含めて強い反対論・慎重論

が示されるなか、 11月11日には交渉参加にむけて関係国

と協議に入るという政治的決断を下していた。

このように、ごくまれに首相を描いても、政治性がほ

ぽ皆無な家庭的な文脈でしか登場させないところに、先

行研究がいう「コボちゃん」の「純家庭的」な特徴をあ

らためて確認することができる。「総理」が登場するの

は1コマ目のみ、しかもテレビの報道内容を説明するた

めに文字として周辺的・付属的に描かれるだけである。

そしてそれ以降、話題の中心は首相の経済政策からまっ
ささい

たくかけ離れ、家庭内の些細な川来事に切り替わってし

まう。「総理」はコボの家族に小さな話題を提供する

〗喜砂:

図9 2011年11月128号 (No.10503)
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新聞4コマ漫画が描く野田佳彦首相（中編ー2)/水野 剛也

まず、 2011年8月318号 (No.10432、図10)の作品は、就任する以前の野田を「新しい首相」とし

て文字で描いている点で重要である。酒場で他の客と孫談義をする祖父・山川岩男が、「新しい首相

は…」 (3コマ）と相手が話題を変えるまで孫自慢をしつづける、という内容である。なお、野田は

この2日前の民主党代表選 (8月29日）で決選投票のすえに当選し、この作品が掲載された時点では

「次期」首相に就任することが確定していた。

もっとも、図10の主題はあくまで「孫をかわいがる祖

父」であり、これまで論じてきたような「純家庭的」な

作風を踏襲した作品であることは間違いない。酒場での

会話に「首相」は登場するが、それは相手が話題を変え

るまで孫自慢をしつづける岩男の愛情を表現するための

状況設定にすぎず、「首相」でなければ作品が成立しな

いわけではない。政治家や政治問題とほぼ無縁である

「コボちゃん」の作風の枠内に収まる内容である。

他方、それでもなお作中で「首相」という言葉が使わ

れた事実は、先行研究が示した仮説を援用することで無

理なく説明できる。つまり、約3ヵ月前の6月初旬から

「一定のめど」をもって辞任することが論争の的になっ

ていた菅直人がついに退任し「新しい首相」が誕生する

ことは、間違いなく「政治とはまったく無縁の家庭でも

話題にのぽるほど社会で注目され、大きなニュースとし

て（とくにテレビなどマス・メデイアで）報道」されて

いた社会的重大関心事であり、それゆえに「純家庭的」

な「コボちゃん」でも題材になったと考えられるからで

ある。

図10ほどではないが、多少なりとも政治的な題材を

扱っているという点で、衆議院総選挙 (12月16日に執

行）をテーマに取り入れた2本の作品についても簡単に

触れておく。 2012年12月128号 (No.10887、図11) と12

月16日号 (No.10891、図12)の作品である。

これらも「首相を描いている作品」ではないが、総選

挙が題材とされていることは既述の仮説で説明がつく。

この選挙では、 3年前に華々しく政権交代をはたした民

主党が大敗し、政権与党の座を自民党に明けわたす可能

性が実施前から予見され、マス・メデイアが大きく報道

□爪幻v,~\
村直IBなさし

10432 

図10 2011年8月318号 (No.10432)
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図11 2012年12月128号 (No.10887) 図12 2012年12月168号 (No.10891)

したことはもちろん、社会的関心も集めていたからである。もちろん、政治的な批評性・風刺性がほ

とんど発揮されておらず、「コボちゃん」らしい「純家庭的」な展開であることは他の作品と変わら

ない。

ただし、先行研究によれば、「コボちゃん」では首相が作品に登場することはほとんどないもの
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図13 2012年11月24日号 (No.45)

まず、 2012年11月24日号 (No.45、図13)の作品は、

衆議院の解散 (11月16日）を題材に含みながら、職場で

の滑稽なエピソードを中核とする「純家庭的」な内容で

あるといえる。まず、 冒頭でマキオと会社の同僚が、

「解散しましたね一衆議院」「来月選挙かーさわがしくな

るな一」 (1コマ）と話している。しかし、政治談義は

それ以上発展せず、作品の焦点は学校が投票所となるこ

とを喜ぶ別の同僚の過剰なはしゃぎぶりに移っている。

解散、あるいは総選挙が話題となってはいるが、それが

主題というわけではなく、子供っぽく興奮する主人公の

職場の社員を描くことを主眼とする、すぐれて家庭的な

作品である。

ひきつづき総選挙を題材としているのが2012年12月14

日号 (No.62、図14) と12月15日号 (No.63、図15)の2

本であるが、これらも図13と同様に家庭漫画らしい展開

を見せている。まず、図14では自転車に乗って選挙活動

をする候補者が、張り切り過ぎて川に転落し、なおも泳

ぎつづけながら街頭宣伝をする、という内容である。

図15ではケン太やハチコらが洋服鏑笥のなかに入って

「選挙掲示板ごっこ」 (4コマ）をしている。いずれの作

品からも、選挙や特定の候補者に対する政治的な含意は

読みとれず、「純家庭的」な作風だといえる。

上述の3本はいずれも「首相を描いた作品」ではない

が、解散・総選挙という政治イベントを題材としている

ことについては、先行研究が提示している仮説を援用す

れば一定の説明がつく。その仮説とは、「オフィス ケ

ン太」のような家庭漫画で「首相が描かれるのは、政治

とはまったく無縁の家庭でも話題にのぽるほど首相の言

動が社会で注Hされ、大きなニュースとして（とくにテレビなどマス・メデイアで）報道されている

場合にほぼ限定される」というものである。まず、衆議院の解散 (11月16日）は、同年8月88に野

田が消費税増税関連法案の成立後「近いうち」に実施すると明言していたため報道対象でありつづ

け、かつ社会的な注目も集めていた。当然、解散に付随する総選挙も、政権与党・首相を決定づける

国家的行事として社会の重大な関心事であった。「純家庭的」な「オフィス ケン太」で題材となっ

た理由を考える上で、十分に合理的な説明が可能である。
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図14 2012年12月148号 (No.62) 図15 2012年12月158号 (No.63)

以上の分析から、今後もし「オフィス ケン太」に首相が登場するとしても、他の家庭漫画と同じ

ように政治的な批評・風刺性は希薄で、主眼はあくまで登場人物たちの日常的な生活ぶりに置かれる

だろうと予想できる。いずれにせよ、今後、「オフィス ケン太」がいかなる作品で首相など政治家

や政治問題を描くのかを注視しつづけ、少しでも参考になる事例を積みあげていく必要がある。
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